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子
ど
も
た
ち
へ

―
―
「
自
立
す
る
井
田
」を

井
田
地
域
自
治
会
か
ら
企
業
組
合
井
田
屋
を
設
立
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２
期
目
初
の
施
政
方
針
に
あ
た
り
、
私

の
決
意
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
令
和
３
年
の
出
生
数

は
、
１
７
２
人
で
し
た
。
令
和
元
年
に
初

め
て
２
０
０
人
を
下
回
り
、
そ
れ
か
ら
わ

ず
か
２
年
で
、
さ
ら
に
30
人
近
く
減
少
し

ま
し
た
。

　

出
生
数
の
減
少
が
市
に
影
響
を
与
え
る

の
は
、
も
う
少
し
先
の
話
だ
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
市
内
保
育
所
や
小
・
中
学
校
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
決
め
た

方
向
性
の
変
更
も
含
め
、
早
急
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
に
よ
り
市
の
財
政
状

況
は
い
っ
そ
う
厳
し
く
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
こ
れ
ま
で
の
水

準
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
出
生
数
の
減

少
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
「
若
者
の
人
口

減
少
」
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
、
喫

緊
で
最
大
の
課
題
で
す
。

　

若
者
の
定
住
対
策
は
若
者
の
た
め
だ
け

で
は
な
く
、
す
べ
て
の
世
代
の
皆
さ
ん
の

生
活
全
体
を
支
え
る
、
大
き
な
柱
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
若
い
人
に
定
住

し
て
い
た
だ
け
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
こ
と
は
、
行
政
だ
け
の
力
で

は
不
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
、
10
年
先
、
20
年
先
の
大

田
市
を
見
据
え
て
今
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
行
財
政
改
革
や
公
共
施

設
の
適
正
化
、
そ
し
て
最
大
限
の
財
源
確

保
を
図
り
な
が
ら
、
本
市
の
将
来
像
「
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
み
ん
な
が

夢
を
抱
け
る
ま
ち
〝
お
お
だ
〟」
の
実
現

に
向
け
た
、「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
感
染
力
が
極
め
て
強
い
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
が
全
国
的
に
猛
威
を
奮
っ
て

お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
１
月
に
初
め
て

の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

１
月
27
日
に
は
島
根
県
が
「
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
」
の
対
象
区
域
と
さ
れ
、
市

内
で
も
飲
食
店
な
ど
の
営
業
時
間
や
施
設

の
使
用
に
一
定
の
制
限
が
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
感
染
拡
大
の
状
況

に
、
不
安
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
人
も
多

く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
、
あ
ら
た
め
て
、
基
本
的
な
感

染
対
策
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
誰
で
も
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
感
染
さ
れ
た
人
や
そ
の
家
族
、
関
係

者
や
医
療
従
事
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
、
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
は
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
思
い
や
り
を
持
っ
た
冷
静
な
行
動
に

つ
い
て
も
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

は
、
飲
食
・
宿
泊
業
を
は
じ
め
と
し
た
事

デジタル化を推進し
市民の利便性とサービスの向上を

令和４年度　施政方針

　２月28日から３月18日にかけて、令和４年第２回大田
市議会定例会が開催されました。
　初日の冒頭で、楫野弘和市長が施政方針を表明。こち
らでは一部を抜粋し、紹介します。

（全文は市ホームページに掲載しています）

「共創」
子どもから高齢者まで、年齢、性別、職業、国籍などを問わ

ず、さまざまな人が一緒に楽しく夢を語り合いながらアイデ

アを創り、“おおだ”に関わるすべての人たちが、一緒に汗

をかきながら、ひとつずつ形にしていきます

基本姿勢方針　――将来像の実現に向けた基本的な姿勢

施政方針を表明する市長
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業
者
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

市
内
商
工
団
体
に
経
営
全
般
に
精
通
す
る

専
門
家
を
配
置
し
、
相
談
体
制
を
確
保
し

て
ま
い
り
ま
す
。
事
業
継
続
は
も
と
よ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
積
極
的
な
事
業
展

開
を
図
る
事
業
者
に
対
し
て
は
、
国
な
ど

の
支
援
施
策
の
紹
介
や
活
用
の
支
援
な
ど

に
よ
り
、
そ
の
取
り
組
み
を
後
押
し
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
生
活
へ
の
影

響
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
時

期
に
効
果
的
な
支
援
が
届
く
よ
う
、
感
染

状
況
や
経
済
状
況
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
迅
速
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
大
田

市
医
師
会
や
市
立
病
院
を
は
じ
め
、
医
療

従
事
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
２
回

の
接
種
を
順
調
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
３
回
目
の
接
種
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
３
月
か
ら
実
施
す
る
５

歳
か
ら
11
歳
の
小
児
へ
の
接
種
に
つ
き
ま

し
て
も
、
順
次
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
状

況
の
ま
ま
新
年
度
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

新
年
度
の
重
点
施
策
と
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
市
役
所
に
行
か
な
く
て
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
「
行
政

手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
」
を
進
め
る
こ
と

は
、
市
民
の
利
便
性
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
業
務
の
効
率
化
、
感
染
防
止
対
策

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
利
用
し
や
す
い
環
境
を
構
築

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
役
所
本
庁
舎
の
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
庁
舎
整
備
の
基
本
構
想

を
取
り
ま
と
め
、
基
本
計
画
の
策
定
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
特
に

「
建
設
場
所
」
や
「
新
庁
舎
の
規
模
」、「
事

業
費
の
考
え
方
」
に
つ
い
て
は
、
課
題
を

整
理
し
て
検
討
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
情

報
を
公
開
し
て
、
意
見
交
換
を
お
こ
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
度
は
、「
第
２
次
大
田
市
総
合
計

画
」
の
前
期
計
画
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。

　

前
期
計
画
の
４
年
間
は
、
誰
も
想
像
す

ら
し
て
い
な
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
い
う
脅
威
に
よ
り
、
計
画
ど

お
り
に
進
ま
な
か
っ
た
施
策
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
６
本
の
基
本
方
針
に
お
け
る
取

り
組
み
や
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
、
前

期
計
画
４
年
間
を
し
っ
か
り
と
検
証
し
、

次
の
後
期
計
画
策
定
に
生
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。

大田市の将来像　――目標年（2026年）に目指すべきまちの姿

子どもたちの笑顔があふれ、みんなが夢を抱けるまち“おおだ”

第１の柱　産業づくり　～多様で活力ある「産業」をつくる
産業振興を市政発展の最重要課題と位置づけ、積極的に取り組む

第２の柱　豊かな心づくり　～ふるさとを愛する「豊かな心」をつくる
豊かな自然や歴史・文化など多くの地域資源を市民の皆さんが誇りと愛着を持てるよう
地域と連携し、学校教育・社会教育を推進

第３の柱　暮らしづくり　～だれもが住みよい「暮らし」をつくる
長引くコロナの影響により市民の皆さんの生活も大きく変化
多様化するニーズや課題にきめ細かく対応できるよう安全で安心な暮らしづくりに努める

第４の柱　都市基盤づくり　～くらしや交流を支える「都市基盤」をつくる
道路、下水道などのインフラ整備や市民の安全・安心のための環境整備を推進

第５の柱　自然・生活環境づくり　～人と自然が共生した「自然・生活環境」をつくる
多様で豊かな自然環境と市民の住みよい生活環境との共生を目指し、各種事業を推進

第６の柱　持続可能なまちづくり　～協働・共創により「持続可能なまち」をつくる
あらゆる取り組みについて「共創」によるまちづくりを基本姿勢とし、積極的に推進

基本方針　――将来像を実現するための施策の柱
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◇放課後児童クラブ施設整備支援	 2,742万円
◆民間保育所施設整備支援	 4,370万円
◇民間認定こども園施設整備支援	 1億5,928万円
◆地域子育て支援拠点施設整備支援	 413万円
◇第３子以降の児童にかかる副食費の免除	 594万円
◇地域医療の確保に向けた取り組み	 1,800万円
◇子どもと大人の交流の場づくり	 356万円
◇障がい者福祉施設整備支援	 422万円

◆第２次大田市総合計画（後期計画）の策定	 143万円
◇持続可能なまちづくりに向けた、地域の
　取り組み支援	 2,663万円
◇まちづくりセンターの改修	 2,380万円
◇どがなかな大田ふるさと寄附金の促進
	 1億1,117万円
◆市役所本庁舎の整備検討	 714万円
◆行政手続のオンライン化推進	 1,757万円

問財政課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8016）

◆新可燃ごみ共同処理施設における可燃ごみ
　処理負担金	 1億1,120万円
◇し尿処理施設の改修	 9億9,544万円

◆高齢者講習施設の新規整備	 2,500万円
◇消防通信指令システムの更新	 3億3,700万円
◆山陰道周辺部の冠水対策	 1,500万円
◇建築物の耐震改修促進	 520万円

◆帰国・外国人児童生徒などへの支援	 137万円
◇保幼小中高における各種教育魅力化	 2,507万円
◆小中学校における情報教育の推進	 2,370万円
◆小学校の耐震補強・大規模改修	 312万円
◇日本遺産「石見の火山が伝える悠久の歴史」の
　推進	 1,177万円
◇山村留学の推進	 3,986万円

◆道の駅「ごいせ仁摩」の管理	 821万円
◆中心市街地の活性化	 70万円
◆ポストコロナの観光のあり方検討	 632万円
◇地域の資源や強みを活かした産地創生事業
	 3,100万円
◇農業生産基盤の整備・保全、生活環境の整備
	 1億5,449万円
◇循環型林業の推進	 4,836千円
◇沿岸自営漁業者を目指す新規就業者への支援
	 140万円

③暮らしづくり
～だれもが住みよい「暮らし」をつくる

⑥持続可能なまちづくり
～協働・共創により
　　　　「持続可能なまち」をつくる

⑤自然・生活環境づくり
～人と自然が共生した
　　　　「自然・生活環境」をつくる

④都市基盤づくり
～くらしや交流を支える
　　　　「都市基盤」をつくる

②豊かな心づくり
～ふるさとを愛する「豊かな心」をつくる

①産業づくり
～多様で活力ある「産業」をつくる

新年度の主な事業の内容
第２次大田市総合計画に掲げる「６本の柱」ごとに紹
介します

◆は新規事業

「子どもたちの笑顔があふれ
みんなが夢を抱けるまち“おおだ”」を目指して
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特徴的な取り組み
　高齢者講習施設新規整備事業、
し尿処理施設改修事業、消防通信
指令システム更新整備事業、中心
市街地活性化事業、帰国・外国人
児童生徒等に対するきめ細かな支
援事業、庁舎整備事業、行政手続
オンライン化推進事業などの事業
を計上しています。
　産業振興や定住施策、出産・子
育て施策や大田市立病院をはじめ
とする地域医療体制の確保につい
ても、継続して取り組んでいきま
す。

231億
₇千万円

地方交付税が大きく減少
　自主財源の根幹をなす市税は
前年度に比べ、３億8,538万円
（11.7％）増の36億8,567万円です。
　一方で、依存財源の多くを占め
る地方交付税（臨時財政対策債を
含む）は、人口減少などの影響に
より、前年度に比べ、７億8,958
万円（7.9％）減の92億6,487万円
となっています。

一般会計の当初予算の総額は、前年度に比べ
12億₃千万円（5.0％）減の231億₇千万円です

一般会計　総額２３１億７千万円

令和４年度　当初予算

一般会計　歳出

一般会計　歳入

自主財源 
25.8%

市税 
15.9%

繰入金 
5.5%

国庫
支出金
13.3%

県支出金 
8.3%

市債（臨財債除く）
7.7%

分担金及び負担金 
0.5%

使用料及び手数料 
1.1%

財産収入　0.4%

諸収入　1.4%

寄附金　1.0%

地方譲与税　1.1%

株式等譲渡所得割交付金
0.1%

法人事業税交付金　0.2%

地方消費税交付金　3.3%

環境性能割交付金　0.1%

地方特例交付金　0.1%

地方交付税（臨財債含む）
40.0%

依存財源 
74.2%

231億
₇千万円

義務的
経費 

50.8%

投資的
経費 

12.3%

消費的
経費 

23.3%

その他の
経費 

13.6%

人件費 
20.2%

扶助費 
17.4%

公債費 
13.2%

物件費 
12.0%

補助費等 
11.1%

繰出金 
10.0%

普通建設事業費 
12.1%

災害復旧事業　0.2%

投資及び出資金　2.6%

維持補修費　0.2%

積立金　0.8%

貸付金　0.2%
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　大田市では、平成21年度から行政窓口や地域づくりの
支援を担う「まちづくりセンター」と社会教育事業を専
門的に担う「公民館」が、それぞれ「地域づくり」と「人
づくり」に取り組んできました。
　しかしながら、その体制の発足から10年以上が経過し、
「地域づくり」と「人づくり」の境界がなくなってきて
おり、２つの施設の違いが分かりにくいなどの課題も生
じてきました。そのため、今後の公民館のあり方につい
て検討を重ねた結果、公民館機能をまちづくりセンター
に移管し、一体的に地域づくりを推進していくこととし
ました。
公民館を廃止し、社会教育推進センターを設置
　３月末で７つのブロック公民館を廃止し、これまで公
民館が取り組んできた地域住民への社会教育は、まちづ
くりセンターに引き継ぎます。
　これに伴い、新たに「社会教育推進センター」を設置
し、各まちづくりセンターが担う「学び」を通した「人

　新聞折り込み（山陰中央新報、朝日新聞、讀賣新聞、
毎日新聞、日本経済新聞）により配布します。選挙期間
中は、本庁舎のほか、温泉津・仁摩両支所、各まちづく
りセンター、中央図書館に選挙公報を配置します。
　個別郵送を希望する人は、選挙管理委員会へご連絡く
ださい。

期日前投票所 場　　　　　所 投票期間 投 票 時 間 投票できる投票区の有権者
佐 津 目 佐津目地区集会所 ₃月29日㈫ 10：00～12：00 山口町投票区
鶴　　　　府 鶴府集会所

₃月30日㈬
₉：30～11：30 川合町投票区

上　　　　山 東上山公民館 14：00～16：00 三瓶町第１投票区
荻　　　　村 荻村集会所

₃月31日㈭
10：00～12：00 井田投票区

西　　　　田 コミュニティよずくの里 14：00～16：00 湯里投票区

期日前投票所を上記のほか、次のとおり増設しています。対象の地区の人はこちらでも投票できます。

世帯ごとに直接郵送します。
投票所の場所や投票時間などを確かめてお出かけください。

期日前投票所　大田市役所４階小講堂・温泉津まちづくりセンター・仁摩支所市民室
投 票 期 間　₃月28日㈪～₄月₂日㈯
投 票 時 間　₈：30～20：00

　任期満了に伴う大田市議会議員一般選挙
を左の日程で執行します。
　この選挙は今後４年間の大田市の市議会
議員を選ぶ大切な選挙ですので、忘れずに
投票にお出かけください。

大田市議会議員一般選挙
告示日／₃月27日㈰　投票日／₄月₃日㈰

　大田市議会議員一般選挙では、選挙公報を音訳した
「選挙のお知らせ」を作成します。「選挙のお知らせ」を
希望する人は、選挙管理委員会へご連絡ください。

公民館機能をまちづくりセンターに移管します

づくり」や「つながりづくり」などの社会教育活動のサ
ポートや、職員の意識と技術力向上のための研修を、２
年間を目標に集中的に実施していきます。
　地域の拠点施設であるまちづくりセンターで、「地域
づくり」「人づくり」「つながりづくり」を一体的に取り
組んでいくことで、地域課題の解決や地域の活性化を推
進。これにより「持続可能なまちづくり」の実現を目指
します。

問社会教育課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8125）

問選挙管理委員会（☎0854 ‐ 83 ‐ 8140）

令和６年度令和５年度令和４年度令和３年度
◇イメージ

ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー

公
民
館

まちづくり まちづくり
まちづくり

まちづくり

社会教育 社会教育
社会教育

社会教育

社会教育
社会教育

社会教育

投票所入場券

期 日 前 投 票

選 挙 公 報 音声版「選挙のお知らせ」
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　２月13日、大田市消防本部で令和４年大田市消防表彰式をおこな
いました。
　これは、災害の現場において顕著な功労があると認められた個人
や団体のほか、昨年度、大田市消防団を退職したかたの永年の功績
をたたえるもので、市長が感謝状を贈りました。

上げ、市長に手渡しました。このように市・税務署・法人会の三者が揃う宣言式
は、島根県内では初めての取り組みとなりました。

　市と法人会は、確定申告で石見大田税務署を訪れた人を対象に大田商工会議所
内に「マイナンバーカード出張申請受付コーナー」を期間限定で開設。税務署の
協力で窓口には多くの人が訪れ、顔写真を撮影したり、書類を書いたりするなど
し、カード取得の手続きを済ませました。
問政策企画課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8005）

　「マイナンバーカードの取得促進および電子申告（e - Tax）の利
用促進宣言式」が２月1日、市役所でおこなわれました。
　公益財団法人石見大田法人会は、マイナンバーカードは行政を効
率化し、国民の利便性を高めるための社会基盤になるものとして、
今後、その取得促進に向けた活動に取り組むこととしています。
　宣誓式では森田博久会長が「企業の発展を支援するとともに地域
の振興に寄与し、国と社会の繁栄に貢献する活動の一環として、マ
イナンバーカードの取得促進に積極的に取り組む」と宣言書を読み

（公財）石見大田法人会が取得促進を宣言

取得促進に出張申請受付コーナーを設置

大田市消防表彰式
感謝状を贈呈

【災害現場での顕著な功労】（順不同・敬称略）
・平岡美登利　　　　・坂本　弘恵　　　　
・山内　良行　　　　・ＮＰＯ法人さざんか
・社会福祉法人仁摩福祉会
　小規模多機能型居宅介護事業所ほほえみ
・テクノファーム　　・イワタニ島根株式会社

【退職団員代表】
・元波根分団　分団長　田中　健次
問消防本部（☎0854 ‐ 82 ‐ 0650）

マイナンバーカードの普及を目指して

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

出
張
申
請
受
付
コ
ー
ナ
ー
で
手
続

き
を
す
る
人

宣
言
書
を
読
み
上
げ
る
森
田
会
長

　第59回全国中学校スキー大会（長野県／２月１日～４日）に出場し
た志学中学校の生徒が、２月８日、市長にその出場を報告しました。
　大会を振り返り、甲斐大河さん（３年）は「初めての出場。とて
も良い経験をした」、３年連続出場の和田絆

は ん な

愛さん（３年）は「結
果を残せず悔しい。昨年よりは良いレースができた」、石賀遼

は る か

果さ
ん（２年）は「少し怖がりタイムは遅くなったが、ゴールできて良
かった」と感想を述べました。また、全国レベルの高さに驚いてい
ました。
　市長は、一人ひとりに「お疲れさまでした」と声をかけるととも
に会場の雪質や気温、コースなどの様子を聞きました。そして、「練
習環境に恵まれない中、頑張っていることが必ず将来につながる。
これからもスキーに強い志学の伝統を守ってほしい」と激励しました。

全国大会出場を報告
全国中学校スキー大会

左から甲斐さん、和田さん、石賀さん
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　安来市出身で、大学を卒業後、社会福祉法人亀の子に
就職しました。
　山陰両県で福祉施設を探していたところ、ワークライ
フバランスを大切にできることが一番の決め手となり、
弊社への就職を決めました。また、見学に訪れたときに
職員のかたや利用者さんが明るく元気で、雰囲気が良かっ
たことも選んだ理由の一つです。
　現在は就労移行支援事業所で、知的障がいや発達障が
いなどがある利用者さんの就職に向けて、パソコンの使

問道の駅推進室
（☎0854 ‐ 88 ‐ 9889）

コーヒーや手作りドーナツなどをお持ち帰り
できます

三瓶そばや海鮮丼などの地元の食材をふんだんに使ったメニューのほか、
カレーライスなどの定番メニューもご用意

　１月29日のオープン以来、多くの皆さんにご来店いただき、ありがとうございます。特産品
の販売や新鮮な野菜、鮮魚のほかにも、道の駅「ごいせ仁摩」にはレストランとカフェがあり
ます。今回は、レストランとカフェのおすすめメニューを紹介します。（価格／３月１日現在）

道の駅「ごいせ仁摩」ニュース

大田にどんな職場があるのか、大田でどんな人が働いてい
るのか、そしてどんな思いを抱いて働いているのか――。
大田で働く人にインタビューしてきました！

問産業企画課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8075）
おおだで、働く。

おおだに働くところ、あります！
おおだの企業情報はこちら

社会福祉法人亀の子　　　　　　　田部　亜也加さん い方を指導したり、商品加工をしたり、さまざまな訓練
を一緒におこなっています。
　自分がサポートさせてもらったことで利用者さんの就
職につながったり、苦手だったことが訓練を通じてでき
るようになったりしたときにやりがいを感じます。
　まだ就職して間
もないため、大変
な場面もあります
が、楽しく仕事が
できていると実感
しています。

　三瓶高原牛乳の配合割合にこだわり、あ
えて濃厚を目指すのではなく、さわやかな
風味と後味になるよう調合しています。メ
ニューはバニラ、チョコ、ミックスの３種
類。マッスルチップスとの相性も抜群です
ので、ぜひ、一緒にお召し上がりください。

　邇摩高校の生徒と上野屋蒲鉾店が共同で
商品開発をしたメニューです。魚のすり身
とタピオカ粉で作り、化学調味料・香料・
合成着色料が無添加のお魚チップスです。
プレーン・あおさ・アナゴの３種類があり
ます。

　大田市の伝統漁法であ
る「一日漁 *」で水揚げ
された鮮魚を中心に提供。
時期や日によって異なる
新鮮な魚を仕入れていま
す。この日は、大田市で
水揚げされた「ヨコワ」（ク
ロマグロの若い頃）を中
心に数種類のネタを堪能
できました。

　全国有数の漁獲量を誇
る大田市で水揚げされた
アナゴを、丸ごと一匹使っ
た特大の天ぷらが魅力。
丼からはみ出すアナゴと
野菜の天ぷらが乗ってお
り、かなりのボリューム
があります。お腹を空か
せてお越しください。

＊早朝に出港し、その日の夕方に水揚げをする漁の形態

マッスルチップス　300円

海鮮丼　1,300円 穴子天丼　1,300円

ソフトクリーム　400円

（
右
）バ
ニ
ラ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

（
左
）マ
ッ
ス
ル
チ
ッ
プ
ス

カフェおすすめメニュー

レストランおすすめメニュー

この日は新鮮なヨコワ、タイ、
スズキ、イカ、イクラがネタに

大きなアナゴがしその葉、ナス、
カボチャ、玉ねぎとともに

1月29日
オープン！
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　このたび、長久町の川南一地区自主防災会（石田章二会長）が宝くじの
地域防災組織育成助成事業の助成を受け、発電機やエンジンポンプなどの
防災資機材９品目を整備しました。
　防災会は平成31年１月に設立。防災研修会や連絡訓練、炊出し訓練をお
こなうなど、地域の防災力向上に努めています。
　今回、近年頻発する豪雨災害など想定外のさまざまな大規模災害に備え、
住民が安全で安心に生活できる地域づくりを推進しようと防災資機材を整
備しました。
　災害時には、地域の住民同士の「共助」が重要となります。日ごろから
地域における防災について考え、災害に備えましょう。 問危機管理課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8009）

川南一地区自主防災会

宝くじ・コミュニティ助成事業

防災資機材を整備

車いすや投光器などの資機材

発電機（左）とエンジンポンプ

一定地域の住民が、当該地域を災害から守るために自主的に結成した組織、またはその
連合体がおこなう地域の防災活動に直接必要な設備など（建築物、消耗品は除く）の整
備に対して助成する事業です。例年、９月ごろに翌年度の募集が始まります。

地域防災組織育成事業
【自主防災組織育成助成事業】

中央図書館　　☎0854 - 84 - 9200　平日10：00～19：00　土日10：00～18：00
仁摩図書館　　☎0854 - 88 - 4646　10：00～18：00
温泉津図書館　☎0855 - 65 - 2177　10：00～18：00

４月の図書館お休みの日
日 月 火 水 木 金 土

　 　 　 　 　 １ ②
③ ４ ５ ６ ７ ８ ⑨
⑩ 11 12 13 14 15 ⑯
⑰ 18 19 20 21 22 �
� 25 26 27 28 29 �

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

おすすめの本

『あしたもオカピ』
斉藤　倫／作　偕成社（中央図書館所蔵）

　動物の願いがかなうという「よつば月」の夜。
　動物園の飼育員さんに小屋の鍵を開けてもらったオカ
ピは園内を自由に歩き回り、いろいろな動物の願いを知
ります。勉強をするメガネザル、木の枝のペンギン、流
氷にのるコアラ……。
　シマウマでもなくロバでもない、不思議な動物オカピ
の願いは、いったい何だったのでしょうか？

温泉津図書館は４月から土曜日
も休館になります

中央図書館　「ほっと一息」
新しい生活が始まりましたが、ときには一息ついてみ
ませんか？短編集や読みやすい本をご用意します

仁摩図書館　「春らんまん」
春は新たなスタートを祝って、お花を飾ったり、贈っ
たりする機会も多いことでしょう。そんな花々をテー
マにした本を紹介します

仁摩図書館　発達障がい啓発展　　　　４月１日㈮～４月８日㈮
　　　　　　島根篆

てん

刻
こく

会作品展　　　　４月６日㈬～４月25日㈪
　　　　　　おすすめこどもの本展示　４月９日㈯～５月９日㈪

◇展示テーマ

◇企画展
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こんにちは

保健師です
高齢者の肺の健康を守るために
ＣＯＰＤの認知度向上を目指しています

問健康増進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

タバコを吸う人は禁煙を
目指しましょう

禁煙今月の「＋
プラス

１
ワン

」

〈広告〉

　島根県と県内自治体が推進する健康づくり活動。
減塩や運動、野菜摂取、たばこ対策など、健康に関
する取り組みを「なにか１つ」加えることで、皆さ
んの健康意識を高め、生活習慣の改善につなげます。

健康長寿「＋
プラス

１
ワン

」活動

　慢
まん

性
せい

閉
へい

塞
そく

性
せい

肺
はい

疾
しっ

患
かん

は、これまで慢性気管支炎や肺気腫と呼ばれて
きた病気の総称で、英語病名の頭文字から「ＣＯＰＤ」と呼ばれて
います。
　この病気はたばこの煙などの有害物質が原因で肺が炎症を起こし、
呼吸がしにくくなる病気です。長く喫煙し続けた高齢者に多く、大
田市における死因の順位を８位前後で推移しています。
　主な症状は咳・痰・身体を動かしたときの息切れです。これら３
つの症状が揃っていれば診断に至りやすいですが、実際には症状が
目立たない、症状を訴えない、年齢が原因と考えて受診しない人が
多いといわれています。
　国はＣＯＰＤの認知度向上を目指しており、平成25年時点での認
知率25％を令和４年度には80％までに上げることを目標としていま
す。大田市が平成30年度に実施した健康調査での認知率は24.1％で、
国とほぼ同じ結果でした。市も早期に診断し、治療へつなげるため
に、ＣＯＰＤの認知率向上を目指しています。

　40歳以上の喫煙者で、次の３つの症状のす
べてに当てはまる人はＣＯＰＤが疑われます。

①長めの階段を上がったときに、息切れで呼
吸がきつく感じる

②同世代の人と歩くと、自分だけ遅れ、追い
つこうとすると息切れする

③若いときから、冬の朝に咳や痰が出やすい

禁煙することで、ＣＯＰＤの発症や進行を遅らせることができます

新型コロナウイルス感染症は、喫煙者は重症化しやすいといわ
れています。命を守るためにも禁煙しましょう。

　喫煙は、がん、高血圧、脂質異常、高血糖をはじめと
する生活習慣病の進行を早め、動脈硬化を進行させます。
また、歯周疾患の悪化にも影響します。そして、妊婦の
喫煙は、低出生体重児や早産の頻度を高める要因になり
ます。

　ＣＯＰＤが高齢者の健康に重要である理由は、早
期に診断や治療をせず放置しておくと重症化し、着
替えをするだけでも息切れするようになります。そ
して、生活の制限が起こり、自宅でも酸素療法を必
要とする状況に陥り、さらには生命の危険にもさら
されるからです。
　ＣＯＰＤは肺の健康という視点から、早期診断、
早期治療が必要な病気です。症状がある人は医療機
関を受診して、呼吸機能検査を受けることをお勧め
します。

喫煙によるそのほかの健康被害

ＣＯＰＤ　症状チェック

肝臓・消化器内科・内視鏡内科
呼吸器内科・内科・小児科

第１・３・５木曜・日曜、祝日　第２・４木曜の午後休診

〈広告〉

診療時間　₈：00～12：00
　　　　　14：00～19：30
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健康ガイド４月
問健康増進課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

献血 子ども医療電話相談 ＃８０００
₄月11日㈪
13：00～16：00
大田市役所

４月の子育て応援コーナー
種　類 日　　時 場　所 内　　　容 お持ちいただくもの

乳幼児相談 13日㈬ ₉：30～11：00
仁摩保健センター

身体計測・育児相談
栄養相談・母乳相談

母子健康手帳
バスタオル

離乳食教室
（前期） ₅日㈫ 10：00～11：30

受付₉：45～
生後８か月頃までの乳児と保
護者

母子健康手帳・バスタオル
おむつ・飲み物（お子さん用）

※　予約制です。健康増進課へお申し込みください。

がん検診（個別）
種　類 医療機関 対象者など

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 - 84 - 7571） 40歳以上の女性
◎自己負担金　2,000円
※　完全予約制出雲市 ひゃくどみクリニック（☎0853 - 21 - 0130）

☆子宮頸がん
検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 - 84 - 7571） 20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円出雲市 島根県立中央病院ほか７医療機関

（市ホームページでご確認ください）

※　直接各医療機関へ予約してください。

◇
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て

　

さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
・
出
身
の
学

生
が
い
る
の
で
、
多
様
な
価
値
観

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
新
鮮
で

し
た
。
勉
強
面
で
は
高
校
と
異
な

り
、
能
動
的
な
学
び
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
大
変
で
す
が
、
友

人
と
話
し
合
い
な
が
ら
勉
強
す
る

こ
と
に
楽
し
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

自
炊
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
新
し

い
経
験
も
し
、
自
立
し
た
生
活
を

送
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

◇
今
、
力
を
い
れ
て
い
る
こ
と

　

英
語
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
通
常
の
授
業
と
は
別
に
、
医

療
関
連
の
話
題
を
英
語
で
発
表
す

る
臨
床
英
語
の
講
義
を
受
講
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
セ
ミ
ナ
ー

や
医
療
体
験
に
積
極
的
に
参
加

明
日
に
つ
な
げ
る
地
域
医
療

し
た
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は

「
Ｓス

コ

ッ

プ

Ｃ
Ｏ
Ｐ
」
と
い
う
救
急
系
の

手
技
や
知
識
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き

る
団
体
に
所
属
し
た
り
と
、
低
学

年
の
う
ち
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

ぼ
う
と
行
動
し
て
い
ま
す
。

◇
め
ざ
す
医
師
像

　

常
に
向
上
心
を
忘
れ
ず
、
自
ら

学
ぶ
姿
勢
を
保
ち
続
け
、
責
任
感

の
あ
る
医
師
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
大
田
市
で
も
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
若
い
世
代
で
は
県

外
に
出
て
い
く
人
も
多
く
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
将

来
医
師
と
し
て
大
田
市
の
地
域
医

療
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

問
医
療
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
７
）

　市では地域医療を担う人材を育
成するため、地域医療に貢献した
い熱意のある高校生を島根大学医
学部や石見高等看護学院に推薦し
ています。この制度を活用して、
医師や看護師になったかた、在学
中の学生をご紹介します。

【受付時間】　平日／19：00～翌朝₉：00
　　　　　　土日・祝日／₉：00～翌朝₉：00
※　東京都内までの通話料が必要です。

つながらない場合
☎03 ‐ 3478 ‐ 1060

島根大学医学部医学科１年生
公
こう

田
だ

拓
たく

海
み

さん（久手町出身）



広報おおだ　Ｒ4（2022）3.24 12

連載解説・日本遺産
石見の火山が伝える
悠久の歴史

―最終回―

田植囃子

大田高校１年

岩野彩
さ

和
わ

子
こ

さん

きずな

　

日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
に

は
、
三
瓶
山
周
辺
の
池
田
地
区
田

植
囃
子
と
小
屋
原
地
区
田
植
囃
子

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

田
植
囃
子
は
、
田
の
神
に
稲
の

豊
穣
を
祈
る
行
事
で
、
市
内
に
は

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
小
笠

原
流
大
代
田
植
囃
子
が
あ
る
よ
う

に
、
中
国
地
方
の
安
芸
、
石
見
の

山
間
部
に
広
く
伝
承
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
か
つ
て
は
ど
こ
に
で
も
見

ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
の
祭
礼
行
事

が
、
今
や
貴
重
な
文
化
財
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
生
活
様
式
の
変
化

と
と
も
に
失
わ
れ
て
き
た
こ
と
を

物
語
り
ま
す
。

　

無
形
民
俗
文
化
財
や
農
村
景
観

な
ど
の
生
活
に
関
連
し
た
文
化
の

担
い
手
は
、
そ
こ
に
住
み
暮
ら
す

人
た
ち
で
す
。
そ
の
保
存
の
た
め

に
海
外
の
国
々
で
は
管
理
計
画
に

定
住
対
策
や
産
業
振
興
施
策
を
盛

り
込
み
、
官
民
で
の
行
動
計
画
を

令
和
３
年
度
「
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

高
等
学
校
の
部　

最
優
秀
作
品

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い

作
る
な
ど
、
保
存
活
用
の
取
り
組

み
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
呼
応
し
て
、

日
本
で
も
文
化
財
保
護
法
が
改
正

さ
れ
、
令
和
３
年
に
「
登
録
無
形

文
化
財
」
の
制
度
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う

に
、
日
本
遺
産
は
文
化
財
指
定
で

は
な
い
た
め
、
保
存
管
理
に
持
続

的
な
国
の
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
。

活
用
中
心
の
補
助
金
も
３
年
間
に

限
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が
主
と
な
っ
て
、
保

存
・
活
用
し
、
さ
ら
に
発
展
し
て

い
く
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。

　

磨
き
上
げ
れ
ば
ま
す
ま
す
輝
く

大
田
市
の
日
本
遺
産
を
み
ん
な
で

生
か
し
、
そ
し
て
国
内
外
へ
発
信

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
今
回
が
最
終

回
で
す
。
共
感
や
励
ま
し
の
ご
感

想
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
、
世
界
遺
産
登

録
15
周
年
を
迎
え
る
石
見
銀
山
遺

跡
の
最
新
情
報
を
お
伝
え
す
る

「
そ
う
だ
っ
た
の
か
石
見
銀
山
」

を
連
載
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

問
石
見
銀
山
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
４
）

　

大
田
市
で
は
、
令
和
３
年
度
「
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
高
等
学
校
の
部
の
最
優
秀
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。（
原
文
の
ま
ま
）

　
「
あ
な
た
色
黒
だ
ね
。」「
海
に
で
も
行
っ
た
の
。」

　

生
ま
れ
つ
き
日
に
焼
け
や
す
い
肌
の
体
質
の
私
は

幼
い
頃
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
大
人
に
そ
う
声
を
か
け

ら
れ
て
き
た
。
私
は
そ
の
度
に
、
自
分
が
否
定
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
落
ち
こ
ん
で
し
ま
う
。
そ
し
て
、
自

分
の
肌
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
徐
々
に
芽
生

え
、
そ
れ
は
成
長
す
る
ご
と
に
大
き
く
な
っ
て
い
っ

た
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
一

人
一
人
が
違
い
を
認
め
合
え
る
社
会
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
た
。

　

自
分
が
気
に
し
て
い
る
こ
と
を
他
人
か
ら
あ
れ
こ

れ
言
わ
れ
、
傷
つ
い
た
経
験
が
あ
る
の
は
私
だ
け
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
肌
の
色
に
つ
い

て
言
葉
を
か
け
て
く
る
人
た
ち
の
意
思
が
理
解
で
き

な
か
っ
た
。
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
私
を
傷
つ
け
る
よ
う
な

こ
と
を
言
う
の
か
。
そ
ん
な
私
の
気
持
ち
と
は
反
対

に
、
彼
ら
は
悪
気
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
か
っ
た
。

そ
こ
ま
で
考
え
て
思
う
の
は
、
彼
ら
の
目
的
は
悪
口

を
言
っ
て
私
を
傷
つ
け
る
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
、「
肌

が
黒
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
単
な
る
あ
い
さ
つ
の
代

わ
り
や
、「
健
康
的
」
を
言
い
換
え
た
褒
め
言
葉
で

あ
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
。
し
か
し
、
結
果
的
に
私

を
傷
つ
け
て
い
る
の
は
、
そ
う
い
っ
た
「
肌
が
黒
い

こ
と
を
指
摘
し
て
も
人
は
傷
つ
か
な
い
」
と
い
う
彼

ら
の
先
入
観
が
原
因
な
の
だ
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
入
観
が
原
因
で

相
手
と
意
見
が
食
い
違
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
よ
く
あ

る
。
私
は
、
今
年
の
四
月
に
県
外
か
ら
大
田
高
校
に

入
学
し
、
寮
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
島

根
の
人
が
他
県
に
持
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
、
反
対
に

私
の
島
根
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
実
際
と
違
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
東
京
に
山
が

あ
る
こ
と
に
驚
か
れ
た
り
、
自
宅
か
ら
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

が
見
え
る
の
か
と
尋
ね
ら
れ
た
り
し
た
こ
と
が
印
象

的
だ
。
実
際
は
、
私
の
家
の
周
り
に
は
山
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ま
で
行
く
に
は
電
車

に
乗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
、
こ
の
出
来
事

に
つ
い
て
、
傷
つ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
私
達
が

自
身
の
色
眼
鏡
を
通
し
て
物
事
を
見
て
し
ま
う
一
つ

の
例
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
作
文
の
最
初
で
挙
げ
た
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石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

例
も
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、「
肌
が
黒
い
こ
と
は
よ

く
な
い
」
と
い
う
私
の
勝
手
な
先
入
観
が
原
因
だ
と

い
え
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
私
が
他
人
に
影
響
を
受
け
た
事
例
を

述
べ
て
き
た
が
、
反
対
に
私
の
言
動
に
よ
っ
て
相
手

を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
出
来
事
も
あ

る
。
そ
れ
は
ハ
ー
フ
の
友
達
に
対
し
て
「
う
ら
や
ま

し
い
」
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。
私
の
そ
の
気

持
ち
は
本
心
で
あ
っ
た
が
、
も
し
友
達
が
ハ
ー
フ
で

あ
る
こ
と
を
気
に
し
て
い
た
ら
、
私
の
言
葉
は
ナ
イ

フ
と
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
想
像
力
を

働
か
せ
な
が
ら
行
動
し
な
け
れ
ば
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
相
手
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
り
得
る
の
だ
。

　

今
起
き
て
い
る
社
会
の
問
題
の
中
に
も
、
一
人
一

人
が
相
手
に
対
し
て
少
し
の
想
像
力
を
持
て
ば
、
解

決
で
き
る
事
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
問
題
が

そ
の
代
表
例
だ
。
近
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
発
達
し
て
芸
能

人
で
は
な
い
人
で
も
大
多
数
の
人
に
意
見
を
発
信
す

る
こ
と
が
容
易
に
な
り
、
知
ら
な
い
人
と
も
つ
な
が

り
や
す
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
問
題
な
の
が
、
発
信
者

に
対
す
る
心
な
い
コ
メ
ン
ト
を
書
く
人
の
存
在
だ
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
相
手
の
反
応
を
直
接
う
か
が
え
な
い

た
め
、
自
分
の
意
見
を
伝
え
や
す
い
。
自
分
に
と
っ

て
は
何
と
も
な
い
コ
メ
ン
ト
も
、
相
手
を
深
く
傷
つ

け
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
る

全
員
が
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
達
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
方
法
が
変
化
し
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
気
を
つ
け

る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
二
つ
あ
る
と
思
う
。

　

一
つ
目
は
、
相
手
に
何
か
伝
え
る
と
き
は
一
歩
立

ち
止
ま
っ
て
考
え
る
こ
と
だ
。
本
当
に
そ
の
言
葉
に

よ
っ
て
相
手
が
傷
つ
く
こ
と
が
な
い
か
、
客
観
的
に

見
つ
め
直
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

　

二
つ
目
は
、
違
い
を
受
け
入
れ
る
こ
と
だ
。
こ
れ

ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
民
族
を
差
別

し
た
り
、
地
動
説
を
唱
え
た
ガ
リ
レ
オ
を
批
判
し
た

り
と
、
人
間
は
よ
く
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
非
難

し
が
ち
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
挙
げ
た
二
つ
の
こ
と
を
意
識
す
る
上

で
、
ま
ず
行
う
べ
き
な
の
は
、
相
手
に
興
味
を
持
っ

て
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
だ
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
や
視
点
か
ら
物
事
を
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
は
ず
だ
。

　

今
、
社
会
で
は
「
多
様
性
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る

が
、
ま
だ
理
想
に
は
ほ
ど
遠
い
世
の
中
で
あ
る
と
感

じ
る
。
少
し
で
も
良
い
方
向
に
向
か
う
た
め
に
は
、

他
人
を
良
く
知
り
、
自
分
の
常
識
を
押
し
付
け
ず
、

違
い
を
認
め
合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

最
優
秀
作
品
の
講
評

　

自
ら
の
体
験
か
ら
我
々
の
持
つ
先
入
観
に
気
づ
き
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
想
像
力
を
働
か
せ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
述
べ
て
い
る
。
多
方
面
か
ら
考
え
を
深
め
、

自
ら
の
問
題
と
し
て
考
察
し
て
い
る
作
品
で
、
違
い

を
認
め
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
主
張
し
て
い
る
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

【個人の部】
生越　そら　大田小⑤
松村　梨奈　長久小④
松尾柚

ゆ

珠
ず

羽
は

　志学小⑤
堀田　結

ゆう

愛
あ

　志学小⑤　
畑本　和真　高山小③　
段　　和

な

響
おと

　温泉津小⑥
加藤　紅

も み じ

葉　第一中①　

増野　　紡
つむぐ

　第一中③
稗田　優香　第二中②　
竹下　莉子　第二中③　
段　　和

わ

奏
かな

　大田西中③
森脇　美織　大田西中③
武田　遥花　大田西中③

○内は学年

福井　香奈　第一中①
楫野　美宇　第一中①　
山根かおる　第一中②
横　　杏梨　第一中②　
大澤　陽

ひ な た

向　第一中②
篠原　悠里　第一中③
岡田　瑛

え

未
み

　第一中③　

【団体の部】
第一中学校野球部
第二中学校吹奏楽部
第二中学校バレーボール部
第二中学校野球部
大田西中学校吹奏楽部

　文化やスポーツ活動で顕著な成績をお
さめた児童・生徒を大田市教育委員会表
彰として表彰しました。
　２月24日、表彰式をおこない、教育長
から表彰状と記念品を手渡しました。

受賞者の皆さん（順不同・敬称略）

問教育委員会総務課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8121）

教育委員会表彰
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市　勢
（令和４年３月１日現在）

○人　口　33,133人　　（△　65）
　・男　　15,909人　　（△　18）
　・女　　17,224人　　（△　47）
○世帯数　15,487世帯（△　25）
○出生数　　　　7人
○死亡数　　　63人
○面　積　435.34㎢

（　　）内は前月比

お
知
ら
せ 申…申し込み先

問…問い合わせ先

た
い
）
な
ど

台
帳
閲
覧
は
い
つ
で
も
Ｏ
Ｋ

　

ご
自
身
の
固
定
資
産
税
課
税
台

帳
の
「
閲
覧
」
は
、
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

▽
閲
覧
で
き
る
人

①
納
税
義
務
者
本
人
、
ま
た
は
同

一
世
帯
員
（
委
任
状
は
不
要
）

②
納
税
義
務
者
か
ら
委
任
を
受
け

た
人
（
委
任
状
が
必
要
）

③
借
地
人
、
借
家
人
（
借
地
、
借

家
部
分
に
つ
い
て
の
み
閲
覧
可

能
。
借
地
、
借
家
の
事
実
が
わ

か
る
貸
借
契
約
書
な
ど
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
）

※　

縦
覧
、
閲
覧
と
も
法
人
に
つ

い
て
は
、
代
表
者
が
お
こ
な
う
場

合
で
あ
っ
て
も
委
任
状
が
必
要
で

す
。

※　

縦
覧
、
閲
覧
場
所
は
本
庁
税

務
課
の
ほ
か
、
各
支
所
市
民
生
活

課
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
税
務
課
（
資
産
税
係
）

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
４
）

　
「
縦
覧
」
制
度
は
、
納
税
者
の

皆
さ
ん
が
所
有
す
る
資
産
の
評
価

が
適
正
で
あ
る
か
、
確
認
で
き
る

よ
う
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

▽
固
定
資
産
の
縦
覧
期
間

４
月
１
日
㈮
～
５
月
31
日
㈫

８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
閉
庁
日
を
除
く
）

▽
縦
覧
で
き
る
人

納
税
者
、
ま
た
は
納
税
者
か
ら

委
任
を
受
け
た
人
（
委
任
状
が

必
要
）

※　

縦
覧
は
無
料
で
す
。

▽
縦
覧
を
お
断
り
す
る
場
合

・
所
有
者
を
特
定
し
た
縦
覧
（
○

○
さ
ん
の
土
地
の
価
格
を
知
り

【
退
職
す
る
】

　

職
場
を
退
職
し
た
際
、
健
康
保

険
は
次
の
３
つ
か
ら
選
び
、
手
続

き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
現
在
の
職
場
の
健
康
保
険
に

「
引
き
続
き
」
加
入
す
る
→
ご

自
身
の
職
場

②
家
族
の
健
康
保
険
の
「
被
扶
養

者
」
に
な
る
→
家
族
の
職
場

③
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
す
る
→
市
役
所
本
庁
市
民
課

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課

に
お
い
て
手
続
き
が
必
要
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
加
入
す
る
健
康
保
険
ご

と
に
負
担
す
る
保
険
料
が
異
な
り

ま
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
試
算

　

税
務
課
市
民
税
係
（
☎
０
８
５

４
‐
83
‐
８
０
２
２
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
市
外
に
進
学
す
る
】

　

国
保
の
継
続
加
入
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
が
、
進
学
の
た
め
市
外
に
転

出
す
る
場
合
は
、
特
例
に
よ
り
引

き
続
き
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

在
学
証
明
書
か
学
生
証
の
写
し

を
持
参
し
、
市
民
課
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
は
、
市
内
に
お
住
ま

い
の
家
族
と
同
じ
７
月
末
で
、
毎

年
８
月
に
自
動
更
新
さ
れ
ま
す

が
、
卒
業
見
込
み
の
年
は
３
月
31

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

当
初
の
卒
業
見
込
み
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
保
険
年
金
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
４
）

固
定
資
産
の
縦
覧
は

５
月
31
日
ま
で

異
動
に
伴
う

健
康
保
険
の
手
続
き

第
１
回
試
験

▽
試
験
日　

６
月
５
日
㈰

▽
受
付
期
間　
（
書
面
申
請
）
４

月
４
日
㈪
～
18
日
㈪
・（
電
子

申
請
）
４
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

▽
会
場　

出
雲
・
大
田
・
益
田

第
２
回
試
験

▽
試
験
日　

６
月
12
日
㈰

▽
受
付
期
間　

第
１
回
と
同
じ

▽
会
場　

松
江
・
浜
田
・
隠
岐

第
３
回
試
験

▽
試
験
日　

10
月
30
日
㈰

▽
受
付
期
間　
（
書
面
申
請
）
８

月
22
日
㈪
～
９
月
５
日
㈪
・

（
電
子
申
請
）
８
月
19
日
㈮
～

９
月
２
日
㈮

▽
会
場　

松
江
・
大
田
・
益
田

第
４
回
試
験

▽
試
験
日　

11
月
６
日
㈰

▽
受
付
期
間　

第
３
回
と
同
じ

▽
会
場　

出
雲
・
浜
田
・
隠
岐

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会
（
乙
種
第
４
類
）

松
江
会
場

▽
実
施
日　

５
月
10
日
㈫

▽
会
場　

テ
ク
ノ
ア
ー
ク
し
ま
ね

▽
定
員　

36
人

浜
田
会
場

▽
実
施
日　

５
月
12
日
㈭

▽
会
場　

い
わ
み
ー
る

▽
定
員　

30
人

※　

申
請
期
限
は
講
習
会
の
１
週

間
前
で
す
が
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

※　

試
験
願
書
と
講
習
会
開
催
案

内
は
最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま

す
。

問
消
防
本
部

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
甲
・
乙
・
丙
種
）
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身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど
の
交

付
を
受
け
た
人
で
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
は
、
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

・
１
人
に
つ
き
１
台

・
所
有
者
は
原
則
、
障
が
い
者
な

ど
の
本
人
で
す
が
、
本
人
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
が
な
い
場
合

に
限
り
、
生
計
を
一
に
す
る
人

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
も
対
象

と
し
ま
す

・
障
が
い
者
な
ど
を
「
常
時
介
護

す
る
人
」
が
運
転
す
る
場
合
は
、

障
が
い
者
な
ど
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
を
運
転
す
る
場
合
に
限

り
ま
す

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉

手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
う
ち

１
点

※　

対
象
と
な
る
等
級
は
、
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

③
減
免
を
受
け
る
車
の
自
動
車
検

査
証
（
車
検
証
）

④
減
免
申
請
書

⑤
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

通
知
カ
ー
ド

※　

令
和
３
年
度
に
減
免
を
受
け

た
人
は
、
３
月
末
に
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
。
郵
送
で
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▽
申
請
受
付
期
間

　

４
月
１
日
㈮
～
５
月
31
日
㈫

※　

受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
減

免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※　

普
通
自
動
車
は
、
西
部
県
民

セ
ン
タ
ー
県
央
事
務
所
（
あ
す
て

ら
す
内
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
９
５

７
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
・
問
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
２
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

減
免
申
請
は
５
月
31
日
ま
で

　

４
月
１
日
か
ら
使
え
る
利
用
券

を
窓
口
で
発
行
し
ま
す
。

▽
対
象
者

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
所
持
者

　
（
総
合
等
級
１
～
２
級
）

②
療
育
手
帳
所
持
者
（
Ａ
判
定
、

有
効
期
限
内
の
も
の
に
限
る
）

③
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

所
持
者
（
等
級
問
わ
ず
、
有
効

期
限
内
の
も
の
に
限
る
）

▽
申
請
受
付　

３
月
28
日
㈪
～

▽
必
要
な
も
の

　

有
効
期
限
内
の
右
記
手
帳

※　

複
数
の
手
帳
を
お
持
ち
の
人

は
、
該
当
す
る
手
帳
を
す
べ
て
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

▽
注
意
事
項

・
交
付
枚
数
は
１
年
分
で
１
人
に

つ
き
24
枚
（
１
枚
５
０
０
円
分
）

・
い
か
な
る
理
由
で
も
再
発
行
は

で
き
ま
せ
ん

・
運
賃
の
額
に
応
じ
て
乗
車
１
回

に
つ
き
２
枚
ま
で
使
用
可
能

・
申
請
の
代
行
は
で
き
ま
す
が
、

「
申
請
に
必
要
な
も
の
」
を
す

べ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い

・
有
効
期
間
を
過
ぎ
た
利
用
券
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
窓
口

へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
地
域
福
祉
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
２
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

▽
対
象
者

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
、
令
和
２
年
４
月
１
日
時

点
で
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

な
ど
の
受
給
権
者
が
い
な
い
場

合
に
、
残
さ
れ
た
遺
族
の
う
ち
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
者
の

１
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

1
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
の
弔
慰
金
受
給
権
者

2
戦
没
者
な
ど
の
子

3
戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

4
右
記
1
～
3
以
外
の
三
親
等
内

の
親
族

※　

3
は
戦
没
者
な
ど
と
の
生
計

関
係
の
有
無
な
ど
に
よ
り
順
位
が

変
わ
り
ま
す
。

※　

4
は
生
計
要
件
が
あ
り
ま
す
。

▽
支
給
内
容

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

▽
請
求
期
限

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

※　

す
で
に
国
債
を
受
領
し
た
人

は
、
手
続
き
不
要
で
す
。

申
・
問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
７
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
９
３
４
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
３
）

戦
没
者
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
受
付

　依頼のあった地域に看護師を派遣する「わたしの町の
看護師さん」。登録している看護師が地域で健康相談や
血圧などのバイタル測定、寸劇による医療機関への受診
の仕方などの啓発活動をおこなっています。
　「看護師さんに話を聞いてみたい」「看護師さんに活動
を見守っていてほしい」など、地域のイベントやサロン
活動、自治会活動などの公益性の高い団体の活動に看護
師を派遣しますので、ご相談ください。ミニ講座のメ
ニューや手続きなど、詳しくはお問い合わせいただくか、
市ホームページをご覧ください。
看護師さんも募集中
　健康相談や啓発活動など一緒に地域の健康づ
くり活動を応援していただける登録看護師を募
集しています。登録は随時受け付けています。
興味がある人は、お問い合わせください。
問医療政策課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8058）

ご利用ください「わたしの町の看護師さん」
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催
　
　
し

募
　
　
集

▽
日
時　

４
月
９
日
㈯

　
　
　

13
時
～
15
時

▽
会
場　

市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費　

１
０
０
円

※　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
状
況
に
よ
り
、
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０
‐
６

３
１
５
‐
９
５
１
７
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

▽
日
時　

４
月
16
日
㈯
14
時
～

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品　
「
エ
ク
レ
ー
ル
～
お
菓

子
放
浪
記
」（
２
０
１
１
年
／

１
０
７
分
）

▽
内
容　

孤
児
の
少
年
が
お
菓
子

へ
の
あ
こ
が
れ
を
胸
に
抱
き
つ

つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
の
出

会
い
と
別
れ
を
繰
り
返
し
な
が

ら
戦
中
と
戦
後
の
混
乱
期
を
生

き
抜
く
姿
を
映
し
出
す

▽
定
員　

90
人
（
要
事
前
申
込
）

▽
入
場
料　

無
料

問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

◇
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

▽
日
時　

４
月
23
日
㈯　

　
　
　
　

10
時
～
15
時

▽
作
品　

市
販
の
マ
ス
ク
50
枚
が

入
る
マ
ス
ク
ボ
ッ
ク
ス

▽
定
員　

10
人

▽
受
講
料　

４
０
０
０
円

問
三
瓶
木
工
館

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
０
１
８
２
）

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

木
工
館

▽
松
江
会
場

・
日
時　

５
月
28
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

・
会
場　

く
に
び
き
メ
ッ
セ

▽
出
雲
会
場

・
日
時　

４
月
23
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

・
会
場　

出
雲
市
役
所

▽
内
容　

事
業
所
Ｐ
Ｒ
、
応
援
ミ

ニ
セ
ミ
ナ
ー
、
事
業
所
に
よ
る

就
職
面
談
、
個
別
相
談　

な
ど

▽
参
加
費　

無
料（
要
事
前
申
込
）

▽
対
象　

島
根
県
内
の
福
祉
職
場

に
就
職
を
希
望
す
る
人
、
令
和

５
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
学
生

▽
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

特
設
ペ
ー
ジ
か
ら

問
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
‐
32
‐
５
９
５
７
）

し
ま
ね
の
福
祉・保
育
職
場

合
同
相
談
会

数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

子ども　無料
大　人　①③300円　②100円

①おおだ子ども食堂
　大田ふれあい会館

23日㈯　17：00～19：00
☎090 ‐ 4897 ‐ 4308

②みんなの食堂
　祖式ジム（はし持参）

16日㈯　11：30～13：30
☎090 ‐ 1188 ‐ 9088

③多世代交流食堂みーる堂
ゆきみーる（若者も無料）

16日㈯　17：00～19：00
☎0854 ‐ 83 ‐ 7373

子ども食堂４月の予定

〈広告〉

介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう
案内することはありません。不審な場合
は、介護保険課へお問い合わせください。
問介護保険課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8063）

介護保険料の還付金詐欺に注意！

ATM に
行って！ は 詐

さ

欺
ぎ

　道の駅「ごいせ仁摩」の開業に伴い、薬師湯（内
藤陽子代表）より開業記念式典で配布する洋菓
子「銀山縁起物語」100箱を寄贈いただきました。
問道の駅推進室（☎0854 ‐ 88 ‐ 9888）

　大田市地球温暖化対策地域協議会に対し、有
料レジ袋の収益金をご寄付いただきました。
・イオンリテール株式会社　イオン大田店
・株式会社ウシオ　グッディー大田店　
・ＪＡしまね石見銀山地区本部
　ＪＡグリーンおおだ　
・有限会社小川商店
・有限会社マルタケストア
・有限会社石東酒販　　　
問大田市地球温暖化対策地域協議会
（事務局／環境政策課☎0854 ‐ 83 ‐ 8071）

（順不同・敬称略）

ありがとうございます
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　建物に一定程度の破損があり、周
辺に及ぼす危険性が高い空家の除却
費用を一部補助します。
▽対象者
空家の所有者または相続人、もし
くはその同意を得た土地の所有者

▽対象となる空家
・市内にあり、おおむね１年以上の
使用実態がない木造個人住宅

・登記事項証明書に所有者以外の権
利が設定されていない住宅（同意
がある場合を除く）

▽条件
・事前に調査を申し出て、不良空家
の確認（判定）を受けること

・不良空家の全部を除却する工事で
あること

▽補助金額
対象経費の５分の４
（上限50万円）
※　居住に用いられていない蔵や物
置などの建物や、付属する塀や樹木
などの除却に要する費用は対象外で
す。
▽受付期限　６月17日㈮
▽補助件数　１件（予定）
※　先着順ではなく、審査により緊
急度の高い空家を補助します。

問建築営繕課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8104）

家屋が密集し、まとめて排水を処理することが適して
いる地域は、公共下水道や農業集落排水などにより整
備を進めています。

◇集合処理区域内で浄化槽を設置する
　集合処理区域であっても、当分の間、下水道などの整備が見込まれない
区域の人が浄化槽を設置される際は、設置費用の一部を補助します。
▽対象　一般住宅（販売目的の住宅は除く）で10人槽以下の浄化槽を設置
する人
▽補助金額　５人槽／20万円　７人槽／23万円　10人槽／30万円
▽補助予定件数　12件
▽受付期間　４月１日㈮から予定件数を満たすまで

美しい自然と快適な生活環境を守るためご理解とご協力を

浄化槽設置などにご活用ください

集合処理区域

家屋が点在し、集合処理に適さない地域は、市設置型
浄化槽の整備を進めています。

◇個別処理区域内で浄化槽を設置する
　市が主体となって浄化槽を設置します。ただし、分担金・使用料が必要
です。
▽受益者分担金　一般家庭　一律25万円
※　そのほかの用途は、人槽により異なります。
▽使用料　浄化槽の使用開始後、使用水量に応じて２か月ごとに請求
▽設置予定件数　80件
▽受付期間　４月１日㈮～12月９日㈮
◇個別処理区域内で既に浄化槽を設置した
　既に自費で設置している場合、市に無償で譲渡していただければ、市が
維持管理・修繕などをおこないます。ただし、使用料が必要です。
▽譲渡条件　浄化槽が適正に維持管理されていると認められること
▽使用料　浄化槽の譲渡後、使用水量に応じて２か月ごとに請求
※　詳細は、市ホームページをご覧ください。また、浄化槽の設置や譲渡
をご検討の際は、早めにご相談ください。
問下水道課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8116）

個別処理区域

不良空家の除却費
一部補助します

　市の資産（ごみ指定袋）を広告媒体として活用し、
民間企業などの広告を掲載することにより、市の新
たな財源を確保し、市民サービスの向上と地域経済
の活性化を図るために広告募集をします。申請方法
など、詳しくはお問い合わせください。

ごみ指定袋種類 募集枠 広告枠（１枠） 掲載料（１枠） 印刷予定枚数 単価

家庭用燃やせるごみ

大 ２枠 縦12㌢　横20㌢ 104,000円 52万枚

0.2円中 ２枠 縦10㌢　横15㌢ 96,000円 48万枚

小 ２枠 縦８㌢　横14㌢ 48,000円 24万枚

令和４年度
ごみ指定袋掲載広告募集

▽募集期間　４月１日㈮～４月15日㈮
▽広告掲載期間　広告掲載のごみ指定袋が完売するまで
▽広告掲載位置　袋本体中央
▽広告原稿　広告主が作成
※　広告内容は「大田市広告掲載要綱」に基づき審査します。
※　申込多数の場合は抽選とします。
※　掲載予定枚数は広告募集時点のものです。変更した場合
は、掲載料も枚数に応じて増減します。

問環境政策課(☎0854 ‐ 83 ‐ 8069)
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波根・朝山・富山 14日 28日

久手（鳥越含） 11 25

鳥井・長久（新諸友含） ₈ 22

静間・五十猛・大屋 ₅ 19

大代・祖式・水上・大森 13 27

川合・久利 ₇ 21

大田（橋北） ₆ 20

大田（橋南） １ 15

三瓶・山口（大田野城含）₄ 18

温泉津 14 27

湯里・井田 ₇ 21

福波 12 28

仁万 ₅ 19

天河内・馬路 ₈ 22

宅野・大国 １ 15

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
　

【平日】
一般家庭　９時～16時
事 業 所　（燃やせるごみ・不燃ごみ）
　　　　　９時～15時

【休日】　３日・17日　
一般家庭　８時30分～11時30分
　
※　大田容器包装リサイクルセン
ターの休日受付は、大田可燃物中間
処理施設でおこないます。

ごみの持ち込み

４月不燃ごみの収集日

〈広告〉

　新型コロナウイルスワクチンは、感染や重症化を予防する効果も確認さ
れていますが、時間の経過に伴い、効果が徐々に低下してくことが報告さ
れています。
　そのため、初回（1回目・２回目）接種を完了した18歳以上を対象に、
追加（３回目）接種のご案内をします。

新型コロナウイルスワクチン接種

追加接種(３回目)のご案内

　現在、１・２回目のワクチン接種を市内の一部の医療機関で接種を実施し
ています。詳しくは、コールセンター（☎0854 ‐ 83 ‐ 8189）にお問い合わせ
いただくか、市ホームページをご確認ください。

　２回目の接種日に応じて、接種券を段階的に発送します。
　接種券が届いたら、同封されているチラシをご確認のうえ、かかりつけ医
療機関または接種可能な医療機関で予約をして接種を受けてください。
　３回目接種は２回目の接種が完了した日から、次の期間を経過した人が接
種できます。
　65歳以上　６か月以上経過　　64歳以下　７か月以上経過
※　接種券は、住民票に記載の住所に発送します。
※　２回目接種の完了後に大田市へ転入した人は、大田市に接種記録がない
ため、接種券発行の申請をしてください。

　１・２回目の接種では、ほとんどの人が
ファイザー社製ワクチンを接種しています
が、追加接種では、武田／モデルナ社製ワ
クチンも広く活用されます。
　大田市においても、１・２回目接種と異
なるワクチンでの接種（交互接種）をおこ
ないます。
　海外での研究結果などをふまえ、交互接
種の安全性および有効性が認められていま
す。交互接種についてご理解いただき、追
加接種をご検討ください。

問新型コロナウイルスワクチン接種対策室（☎0854 ‐ 83 ‐ 8203）

１・２回目の接種

接種券が届いたら

使用するワクチン

市長は３回目接種で武田／モデ
ルナ社製ワクチンを交互接種
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〈広告〉〈広告〉

４月の相談

年金相談（要予約）
₆日㈬・21日㈭　10時～15時

（最終受付時間） 市役所４階大講堂

申出雲年金事務所お客様相談室（☎0853 - 24 - 0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854 - 83 - 8154）

交通事故相談
₅日㈫　₉時～15時 市役所２階第２会議室
問危機管理課（☎0854 - 83 - 8009）
相談日以外の相談
島根県交通事故相談所（松江市／☎0852 - 22 - 5102）

行政・人権合同相談
１日㈮　₉時～12時 おおだふれあい会館
問人権推進課（☎0854 - 83 - 8038）

人権相談

15日㈮　13時～16時
温泉津まちづくりセンター
仁万まちづくりセンター

問人権推進課（☎0854 - 83 - 8038）
石見法律相談センター相談会（要予約）

15日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
申・問石見法律相談センター（☎0855 - 22 - 4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。

生活相談

ふ く し
よ ろ ず
相 談

月～金
₉時～17時
専用電話
0854 ‐ 84 ‐ 7577

暮らしの困りごと、悩み
ごとに関する総合的なサ
ポート

（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　 談

12日㈫
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

１日㈮・₈日㈮・
15日㈮・22日㈮
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相
談から有料。

市社会福祉協議会本所

申・問市社会福祉協議会本所（☎0854 - 82 - 0091）
こころの健康相談（要予約）

19日㈫　13時30分～15時30分 県央保健所
申・問県央保健所健康増進課（☎0854 - 84 - 9823）

移動ナースバンク
27日㈬　13時～16時 ハローワーク石見大田
問島根県ナースセンター（☎0852 - 27 - 8510）

福祉職場相談会
27日㈬　13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田
問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855 - 24 - 9340）

若者就労相談
₈日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田
問サポートステーション出雲（☎0853 - 31 - 6663）

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
₈日㈮　19時～21時 大田商工会議所
問大田はぴこ会事務局（☎080 - 2940 - 7266）
電話受付：平日10時～18時、第₂金曜日10時～21時

★夜間納付・相談窓口（市役所本庁税務課　20時まで）
市税・国民健康保険料・後期高齢者医療保険料の納付
や相談を受け付けています。
₃月29日㈫、30日㈬、31日㈭
₄月11日㈪、27日㈬、28日㈭

問税務課徴収係（☎0854 - 83 - 8026）

期限内に納付をお願いします

納期限および口座振替日 ₃月31日

国 民 健 康 保 険 料 ₉期

後期高齢者医療保険料 ₉期

税・保険料

　広報おおだ３月号22㌻に誤りがありました。正しくは次
のとおりです。お詫びするとともに訂正いたします。

一般廃棄物処理業（処分業許可業者）
株式会社山﨑組（☎0854 ‐ 84 ‐ 5201）

お詫びと訂正
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　１月に設立された「企業組合井田屋」（８人）の起業式が
２月20日、井田まちづくりセンターでおこなわれました。
　起業式では、鳶川秀信代表理事が「10年後も『子どもから
お年寄りまで健康で楽しく住み続けられるふるさと井田』を
目指して少しずつ取り組み、『自立する井田』を子どもたち
に譲りたい」と決意を語りました。

10年後はどうなるだろうか――地域を支える法人を設立

　井田地域では、14の自治会で組織される地域運営組織
「井田地域自治会」が定額タクシーや受託作業に取り組
んでいました。自立した地域を目指し、令和元年から井
田の良いところや悪いところを洗い出して課題を見つけ
ることから始め、「みんなのやりたい！を共有する」「や
りたい！を実現するアイデアを出そう」「アイデアをカ
タチにしてみよう！」などの話し合いを重ねてきました。
　やりたいアイデアの１つにあった特産品加工品開発は、
「井田といえば和牛」と、以前から評判だった和牛婦人
会の焼き肉のたれを商品化しようと試行錯誤の末、３種
類の味で商品化。１月末の道の駅「ごいせ仁摩」のオー
プンに間に合いました。
　また、事業化に向けて学んでいくうちに責任をもって
対応するため、任意団体である地域自治会ではなく、法

　２月25日から大森町全体を会場にした
「おひなさま展」が開催されています。
　今年で11回を数える「おひなさま展」。
長らく大森町並み交流センターに多くの
ひな人形を飾るイベントとして親しまれ
てきました。今回、初めて大森町全体に
呼びかけたところ、重要文化財熊谷家住
宅をはじめとした施設や店舗、個人宅な
ど、40を超える参加がありました。
　前日には、大森まちづくりセンターの
職員などが展示を準備。人形を一体ずつ
丁寧に箱から取り出し、衣装や道具を整
えました。そして、配置図で確認しな
がらひな壇に並べていきました。また、
手芸教室の作品の人形なども並べられ、

200体以上の人形が落ち着いた雰囲気の
空間を華やかに彩りました。
　町並みでは、共通マークを掲げ、ひな
人形や飾りがみえるように工夫がされて
おりゆっくり鑑賞しながら歩く人や写真
に収める人の姿が見られました。
　大森まちづくりセンターの山下幸弘セ
ンター長は「歩く人はカメラを持ったり、
子どもたちがマークを探したりして、好
評であった。来年以降も継続していきた
い」と話しました。
　「おひなさま展」は３月27日㈰まで開
催されます。
問大森まちづくりセンター
（☎0854 ‐ 89 ‐ 0330）

人化を模索。４人以上の個人が組合員となって資本と労
働力を持ち寄り、組合の事業で自らの働く場を作り出す
組織である企業組合制度を利用し、「企業組合井田屋」
を設立することとなりました。
　現在、本格稼働した井田いきいき（定額）タクシーの
支援や焼き肉のたれの製造・販売、竹細工や布製品など
の受託作業に取り組んでいます。さまざまな事業を調整
するとともに、今後は地域食堂の運営を引き継ぎ、草刈
りや視察の受け入れなども予定しているため、１人でも
多く組合員を増やしたいと呼びかけています。
　「『企業組合井田屋』の法人化がゴールではなくスター
ト」。井田の新たな取り組みが地域に広がり、次の世代
へバトンタッチができるよう「企業組合井田屋」の挑戦
が始まりました。

重要文化財熊谷家住宅

さまざまなひな人形が飾られた大森町並み交流センター
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「子どもからお年寄りまで健康で
楽しく住み続けられるふるさと井田」を目指して

問まちづくり定住課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8030）

春めくまちに
おひなさま
―石見銀山ひなめぐり―


